
　南方熊楠の英語の語学力はどのようなものだったのだろうか。十数年間をアメリカとイギリスで過ごした
ことから、当時の日本の知識人の水準から見て相当に高い能力を有していたことはまちがいない。蔵書への
書き込みなどからは、かなりの速度で正確に英書を読んでいたことがわかる。また『ネイチャー』への英文
論考の投稿や、私的な日記を英語で書き続けたことなどから、書く能力の高さもうかがえる。ただし、話す
ことはやや苦手だったことも、いくつかの資料からは推察される。
　この特別企画展では、こうした熊楠の英語力に関して、英語教育学や比較文学研究の観点から実態を探る。
和歌山中学や東京大学予備門での英語学習、アメリカ時代、イギリス時代、後半生と、段階的に熊楠の英語
力がどのように推移したのかについて、可能なかぎりで実証を試みる。

アクセス JR 紀伊田辺駅より徒歩約 10 分
南紀田辺 IC より自動車で約 5分
無料駐車場 12 台

入館料 無料
〒646-0035
和歌山県田辺市中屋敷町 36 番地
TEL:0739-26-9909　FAX:0739-26-9913
HP:https://www.minakata.org

紀南文化会館

【会　期】
2025 年 3月 15 日（土）～ 5月 6日（火）
※講演会の時間は、特別企画展を観覧できませんので
　ご了承ください。

【時　間】
10：00 ～ 17：00（最終入館 16：30）

【内　容】
・東京大学予備門時代の熊楠の英語学習
・アメリカ時代の語学研鑽
・ロンドンの学界で英語で活躍！
・帰国後の熊楠の英語活用術

【担　当】
井村誠（大阪工業大学教授）
岩崎仁（元京都工芸繊維大学准教授）
志村真幸（慶應義塾大学准教授）
田村義也（成城大学非常勤講師）
プラダン・ゴウランガ・チャラン（龍谷大学世界仏教文化研究センター博士研究員）
ホワイト・ショーン・アラン（龍谷大学准教授）
松居竜五（龍谷大学教授、南方熊楠顕彰館長）
吉川史子（広島修道大学教授）

【休館日】
毎週月曜日、3/21(金)、4/30(水)
※ただし、5/5（月）は開館

▲ 英文論考 The Eagle Stone （鷲石考）原稿断片（自筆資料）【南方熊楠顕彰館所蔵】

【講演会】　
熊楠をもっと知ろう！シリーズ第 63回
「南方熊楠の英語力」
日時：5月 3日（土）14：00 ～ 16：00
定員：30 名
会場：南方熊楠顕彰館 1階学習室
講師：志村真幸、田村義也
　　　ホワイト・ショーン・アラン、松居竜五
その他：聴講無料、申込不要


